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1　は　し　が　き

一般に石灰は草地造成時に土壌改良資材として施用され

るが，その後の肥培管理に追肥として施用されることが少

ないため，ほとんどの草地土壌は酸性化が進み，良質牧草

を生産するうえで不適な石灰含量となっている。

石灰追肥の少ない理由としては，経済的なこともあろう

が石灰追肥に対すろ認識が低いことや施肥作業が繁雑にな

ることなどが挙げられる。したがって．通常施用する肥料

に石灰が含有されていれば，容易にその補給ができると考

える。

硝酸石灰の形態からなるノ／レチッソ肥料は，草地の通常

の施肥管理において石灰を供給できるという点で有利な肥

料と考えられるが，草地における施用効果は明らかでない。

そこで，本試験では経年草地におけるノルチッソの施用効

果について，尿素と炭カルの併用及び石灰窒素と対比し，

検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験期間：昭和56～57年

（2）試験草地：青森畜試場内の造成後10年以上経過し

たオーチャードグラス優占草地

（3）ノルチッソ（硝酸系窒素肥料）の成分形態：

Ca（NO3）280．4′〉81．4％，NH▲NO34．8～5．4％，

結晶水13～14％

（4）試験区の構成及び処理：表1のとおり

表1試顔区の構成及び処理

処理区名
N 施用量

（毎／108／年）

C80 施用壁

（晦／108／年）
備　　　 考

ノ
／レ少量区 15 25．7

0 早春及び刈取

毎に等分分地

（最終刈除く）
チ
ッ
中量区 30 51．3

ソ
区
多量区 45 77．0

尿 少量区 15 25．7
0 尿素は等分分
施

素 中量区 30 51．3 O CaO は炭 かレ

区 多量区 45 77．0 にて早春に全
量施用

石
灰
少量区 15 25．7

0 等分分施

O C 80 を他区と
室 中量区 30 51．3 同量とし，不
素
区
多量区 45 77．0 足 N を尿素で

調整
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（5）P205及びK20の施肥：　P205施用星は各区共通

とし，早春に20吻r108を重過石にて施用した。R．20はN／

K20＝3／2とし，塩化加里にて早春と最終刈を除く刈取

後に施用した。刈取回数は年5回とした。

（6）試験区の規模：1区3×3〝王＝9諺．3連制

3　試　験　結　果

（1）収星

1）年合計収星

年合計風乾収墨を表2に示した。

ノルチッソ区及び尿素区は各年ともN増施により増収し，

多量区が最多収を示した。これに対し，石灰窒素区は多肥

した場合には牧草に茹化現象を生じるなど薬害の影響のた

め，収録は2か年とも中量区で頭打ちとなった。

肥料間で比較すると，少量区及び多量区では各年ともノ

ルチッソ区〉尿素区〉石灰窒素区の収量順位を示し，2か

年の合計収量はノルチッソ区が他の肥料区にくらペ，少量

区で4～8％，多量区で4～14％の増収を示した。中量区

では2か年の合計収量は尿素区とノルチッソ区がはは同等

であり．石灰窒素区がやや低かった。

蓑2　年合計風乾収塁　　　　　　（吻／108）

処 理 区 名
初年 目
収 量

2年 目
収 量

2 か年の
合計収量

同左指数

ノノけ ッソ区

少量区 928 839 1，767 100

中量区 1．085 1，108 2．193 100

多量区 1，237 1，226 2，453 100

尿　 素　 区

少量区 893 812 1，705 96

中量区 1，089 1，134 2，223 10 1

多量区 1．192 1．160 2，352 96

石灰窒素区

少量 区 864 755 1，619 92

中量区 1，089 1－066 2．155 98

多量区 1，052 1，069 2．121 86

注．指数はノルチッソ区基準とした値

2）刈取時期別収量

各刈取時期別（1～3番草）収量を図1に示した。

（1番草）：　ノルチッソ区は2か年とも中量区が増収

の限界であったが，尿素区は増施に伴い増収し多量区が最

多収を示した。ノルチッソの多量施用による増収効果が認

められなかったのは．土壌中でのNO3－Nの流亡によるた

めと思われろ。石灰窒素区は年次により増収効果が異なり．

初年目は多良区が，2年目は中立区が多収を示した。肥料
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図1　N施用虫と時期別収量の関係

間では全役に石灰窒素区が低収であり．中量区ではノルチ

ッソ区が，多量区では尿素区が多収であったが，少量区は

ノルチッソ区と尿素区の差は判然としなかった。

（2番草）：　ノルチッソ区と尿素区は2か年ともN増

施で直線的に増収したが，石灰窒素区は中望区で頭打ちの

状態を呈した。肥料間では，初年日は少，中崖区で石灰窒

素区が，2年目は各施用誼区ともノルチッソ区が多収を示

した。これは気象条件が影響しているものと患われる。す

なわち，2番草の生育期間における日照時間及び平均気温

は2年目が初年目より良好であったため．牧草の養分吸収

が旺盛になり，より吸収されやすいN形態をもつノルチッ

ソの肥効が他の肥料より優位に発現したためであろう。

（3番草）：各年ともノルチッソ区はN増施に伴い増

収したが，尿素区は中量区が増収の限界であった。石灰窒

素区は初年目が中量区，2年目が多量区で多収を示したが，

これは初年目の多量区において薬害の発生が大きかったこ

とによろものであろ。

（4番草・5番草）：各肥料区とも絶対収量が低く，

また施肥反応が小さいため肥料間の差は判然としなかった。

（2）オーチャードグラスのC8含有率

オーチャードグラスのC8含有率を表3に示した。

ノルチッソ区は2か年ともN増施，すなわちC80増施に

よりC8含有率は高まる傾向がみられたが，他の肥料区には

一定の傾向が認められなかった。肥料間では，初年目の尿

素中量区を除くと．中，多量区において，ノルチッソ区〉

尿素区〉石灰窒素区の順にC8含有率が高まろ傾向を示し，

水溶性C80施用の効果が認められた。

（3）土壌のpn及び置換性C80合壁に及ぼす効果

各年の跡地土壌におけるpE及び置換性（Eェー）C80含量

は表4のとおりである。

土壌p上lは0～5，5～10mの部位とも処理によろ大き

な差は認められなかった。

蓑3　オーチャードグラスのC8含有率（乾物中％）

処理 区 名
初　 年　 目 2　 年　 目

1 番 草 3 番 革 平 均 1 番 草　 3 番 草 平 均

ノ　ツ 少塁 区 0．2 6　 0．3 7
0．3 9 0 ．3 0　 0．5 0 0．4 2

／レソ 中 立区 0．2 9　 0．40 0．4 2 0．3 6　 0．4 8 0．4 9

チ区 多 量 区 0．3 3　 0．4 5 0．48 0．3 6　 0．5 1 0．5 1

尿 少 量 区 0 ．2 5　 0．4 6 0 ．4 1 0．2 8　 0．57 0．4 5

素 中 量 区 0．2 3　 0．3 6 0．3 7 0．3 6　 0．4 4 0．4 5

区 多 量 区 0 ．24　 0 ．39 0．4 0 0．38　 0．4 3 0．45

石 素 少 量 区 0．2 4　 0．4 1 0．36 0．26　 0．4 8 0，4 1

灰 中量 区 0．2 5　 0．3 9 0．4 1 0．3 3　 0．4 5 0．4 2

窒 区 多墨 区 0 ．2 1　 0．3 8 0．37 0．3 2　 0．4 0 0 ．4 1

注．平均は1～5番草の単純平均値。

蓑4　土壌pli及び置換性C80含虫に及ぼす施肥効果

処理 区名

p Il （ll20 ）
E ェ＿C 8 0
（叩／100才）

備　　　 考
　 rn
0 ′、ノ5
　 〃l
5 ～ 10

（Ⅶ
0 ′）5
　 〝
5 ′） 10

ノ　ツ 少量区 5．4 5．6 318 189 0 原 土 の pli及

ル ソ 中立区 5．4 5．7 263 209 ぴ E ェーC 80
チ区 多追区 5，4 5．5 284 179 含 量 ：

pli （艮20 ）尿 少量 区 5．5 5．6 326 165

素 中毒と区 5．4 5．5 242 112 0 ′～ 5 仰 ，5．5

5 ′、ノ10 の ，5．6

E l＿C a O
（カ汐／100 ダ）

区 多塁区 5，5 5 ．4 304 125

石 素 少量区 5．3 5 ．6 2 17 200

灰 中 量区 5．4 5．5 245 168 0 ～ 5 cn ，122
彗 区 多量区 5．3 5．2 168 99 S r、ノ10 仇 ，113

注．2年目の跡地土壌

EェーC80含量は0～5‘潤の部位では経年的に増加傾向を

示すが．5～10伽の部位では判然としなかった。肥料間で

は0～5mの部位において．石灰窒素区が低い幌向にあっ

た。また，各肥料区ともC80施用塗を増してもEJ－C80含

量はほとんど変化がみられなかった。これはNとC80の施

用比が同一のため．C80施用誼に伴ってN施用姐も増加す

ることからN多肥した場合ではEェー080の溶脱量が大きく

なったことと，表層にC80を毎年施用していろことが影響

しているためと推察される。

（4）肥料の経済性

風乾収量1毎生産するための肥料費は，各施用違区を平

均するとノルチ・ソソ区16．6円，尿素区5．1円，石灰窒素区

11．7円であり．ノルチッソの経済性が低かった。したがっ

て，経済性の面から通常の施肥管理におけるノルチッソの

使用は問題があると思われた。

4　ま　　と　　め

草地におけるノルチッソの肥効を2か年にわたって検討

した。その結果，ノルチッソは収量の増大や牧草のC8含

有率向上の面で尿素と炭カルの併用及び石灰窒素肥料より

勝ることを認めた。しかし，土壌pH及び置換性C80含丑

の増加という点ではノルチッソは前記2肥料と大差なく，

草地土壌の石灰含姐を高める効果は小さいものと判断され

た。また，肥料の経済性が低いことから通常の草地施肥に

おいての使用には問題があると思われた。




